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事業の概要①

【事業の目的】【事業 目 】

浜田港周辺で整備が進められている山陰自動車道等の道路ネットワークと連携し、更なる増加が見込まれる浜

田港取扱貨物の安全かつ効率的な輸送を図るため、また、大規模地震時にも、経済活動の回復に合わせて生じ

る物資輸送需要への円滑な対応を図るため、浜田港福井地区において、臨港道路の整備を行う。

整備施設 ：臨港道路

る物資輸送需要への円滑な対応を図るため、浜田港福井地区において、臨港道路の整備を行う。

《事業位置図》整備施設 ：臨港道路

事業期間 ：平成24年度～平成29年度
事 業 費 ：39億円

うち、港湾整備事業費39億円

《事業位置図》

国際物流ターミナル
（供用中）

浜田港

福井地区
長浜地区

（国：27億円、地方：12億円）
国道９号

臨港道路
福井１号線

（供用中）

福井４号岸壁（耐震）

至

広
島
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方
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長

※ 国費負担割合は5.5/10に平成24年度の開発指定事業に係る
引き上げ率（島根県の場合1.25）を乗じて算出

事業

区分
地区名 施設名 H24 H25 H26 H27 H28 H29

《整備スケジュール》

熱田ＩＣ
（仮称）

ＪＲ山陰本線

県道熱田
インター線
（整備中）

方
面

直轄

事業

福井

地区

臨港道路

福井4号線

1,500m

3.25m×2車線

県道浜田美都線

臨港道路福井4号線
至

益
田
方
面

（
西
村
Ｉ
Ｃ
（仮

【位置図】

浜田・三隅道路（山陰道）（整備中）
（平成26年度熱田IC(仮称)～
西村IC(仮称)暫定供用予定）

面
仮
称
）経
由
）

浜田港
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事業の概要②（縦断図）

臨港道路
福井４号線 県道(浜田美都線) 山陰道（浜田・三隅道路）

終点盛土区間

国道9号（現道）JR山陰本線

切土・盛土区間

起点：福井ふ頭線

福井1号線

国道9号（現道）JR山陰本線

熱田インター線

３号橋梁L=22m

EL=44m
起点：福井ふ頭線

２号橋梁L=134m

1号橋梁L=270m
切土・盛土区間

EL=29.2m盛土区間

海上部

1号橋梁L 270m

起点

EL=2.4m

EL=15.8m

EL=5 9m

海上部

起点
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浜田港の現状
浜田港の利用背後圏は島根県のほぼ全域と広島県に広がっており、様々な企業が立地。これらの企業は、
道 他 陰自 車道 自 車道等 道路 を 港を国道９号の他、山陰自動車道、浜田自動車道等の道路ネットワークを活用して、浜田港を利用している。
日本海の対岸諸国の経済発展や、道路ネットワークの拡張等を背景に、新規立地や設備投資が進められて

おり、福井地区においては、浜田港全体の取扱貨物量の約８割を取り扱っている。

《浜田港福井地区における貨物取扱状況》
【岸壁(水深14m×1ﾊﾞｰｽ)】

取扱貨物：原木、石炭、中古自動車等

【岸壁(水深7.5m×1ﾊﾞｰｽ)［耐震］】
取扱貨物：外貿コンテナ・中古自動車、
牧草、非金属鉱物、ポリエチレン原料、
パルプ等

コンテナ荷役状況（輸出入）
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（韓国航路：1便/週）
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【岸壁(水深7.5m×1ﾊﾞｰｽ)】
取扱貨物：セメント・中古自動車等

石炭荷役状況（輸入）

セメント荷役状況（移入）

86 123 148 198 219

34 54 52

144
158

187 206

0

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23

浜
田

（見込）

貯炭場（保管能力：20千ﾄﾝ）

出典：中国地方整備局調べ
【岸壁(水深5.5m×1ﾊﾞｰｽ)】

取扱貨物：セメント、石材、砂利・砂等

石材荷役状況（移出）

中古自動車（輸出）

浜田⇔ｳﾗｼﾞｵｽﾄｯｸ

浜田港福井地区の利用状況
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浜田港背後圏における立地企業と道路ネットワーク
・R社（溶解パルプ製造）

社（樹脂板製品等加 ）

浜田IC
９９

西村－三隅間
平成28年度以降開通予定

浜
田
港

福
井
地
区

山陰自動車道

山陰自動車道
431431

431431

９９

・AB社（肥料・飼料卸）
・AC社（金属製家具製造）
・AD社（耐火粘土鉱業）
・AE社（化粧品等製造）
・AF社（荒物小売）

・S社（樹脂板製品等加工）
・T社（電線・ケーブル製造）
・U社（一般土木建築工業）
・V社（他無機化学製品製造）
・W社（他窯業土石製品製造）
・X社（砂・砂利・玉石採取業）
・Y社（金型製造）

原井ﾗﾝﾌﾟ
(仮称)熱田IC

(仮称)西村IC
(仮称)

三隅IC
(仮称)

熱田－西村間

186186

浜
田
自
動
車
道

山

９９

山陰自動車道
（浜田・三隅道路）

180180

431431

仁摩－湯里間

平成26年度開通予定

吉田掛合－三刀屋木次間

AF社（荒物小売）Y社（金型製造）

出雲市

熱田－西村間
平成26年度開通予定

道

９９

5454

181181

180180湯里－福光間
平成25年度開通予定

山陰自動車道

中国横断自動車道

平成23年度開通予定

・A社(自動車部品製造)
・B社（自動車部品製造）

・AG社（粘土瓦製造）
・AH社（海藻加工）

大田市

西村IC

261261

熱田IC

183183

中国横断自動車道

尾道松江線

中国縦貫自動車道

浜
田
港

浜
田
港

三次－吉田掛合間

平成24年度開通予定

・B社（自動車部品製造）
・C社（合板製造）
・D社（清涼飲料製造）
・E社（工業用ゴム製品製造）
・F社（古自動車小売）
・G社（豆腐・油揚製造）
・H社（果物卸）

・AI社（非金属鉱物卸）

邑南町
浜田市

江津市

西村IC

三隅IC

186186 5454

９９

191191

182182

184184

432432

浜田自動車道

中国縦貫自動車道
吉舎－三次間

平成25年度開通予定

世羅－吉舎間

平成26年度開通予定
赤字企業：新規立地(H19～H23)
青字企業：設備投資(H19～H23)

・H社（果物卸）
・I社（建具製造）
・J社（リサイクル関連）
・K社（冷凍水産物製造）

北広島町
益田市

浜田市

三次JCT

９９

375375

：国道
：自動車専用道
：国道
：自動車専用道

青字企業：設備投資(H19 H23)

・Z社（看板・標識機製造）

・AA社（その他の卸）・L社（レーヨン等製造）
・M社（樹脂フィルム製造）

北広島町

２２

185185

山陽自動車道

M社（樹脂フィルム製造）
・N社（半導体製造）
・O社（他の樹脂製品製造）
・P社（長石産業）
・Q社（木材チップ製造）

広島市
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浜田港における課題
【①臨港道路と幹線道路接続部周辺における慢性的な渋滞の発生】

既存の臨港道路福井1号線は、国道9号の渋滞（最大滞留長約400ｍ）の影響を受け、同臨港道路も最大

340mの滞留が発生。更なる増加が見込まれる港湾貨物に鑑みると、安全かつ効率的な輸送ルートの確保が

喫緊の課題である。

国道9号

浜田バイパス
（広島・出雲方面） 浜田バイパス浜田バイパス

接続交差点接続交差点

■ 渋滞発生区間の概要

国道9号

国道9号
（益田方面）

国道9号 JR山陰本線

接続交差点接続交差点

臨港道路福井臨港道路福井11号線と号線と
国道国道99号の交差点号の交差点

国道9号
（浜田市内方面） 臨港道路・国道

共に渋滞

臨港道路福井臨港道路福井11号線号線 福井ふ頭最大約400 の滞留

最大約340mの滞留
（H23.2.24調査結果）

臨港道路福井臨港道路福井11号線号線 福井ふ頭
方面

【②大規模震災時の輸送路の確保】

最大約400mの滞留
（H23.2.24調査結果）

【②大規模震災時の輸送路の確保】
• 浜田港福井４号岸壁は、島根県西部地域における唯一の耐震強化岸壁であり、浜田港は、県の地域防災計

画において防災拠点に位置づけられている。

• 既設の臨港道路福井１号線は 現行の耐震基準を満足しておらず 大規模地震発生の際には 福井地区への

5

• 既設の臨港道路福井１号線は、現行の耐震基準を満足しておらず、大規模地震発生の際には、福井地区への

アクセスが制限されることとなり、福井地区の物流機能が長期にわたり制約される懸念があることから、大規模

震災時の輸送路の確保が課題。



評価項目 案１ 臨港道路福井4号線整備 案２ 臨港道路福井１号線の改良
案３ 国道9号福井地区西側で接続する

臨港道路の整備

対策案の検討（計画段階評価）

臨港道路の整備

（浜田・三隅道路に直結する臨港道路新設） (4車線化、交差点位置の変更、耐震改良) (臨港道路を新設する場合の代替案)

臨港道路
福井１号線

国際物流ターミナル
（供用中）

福井４号岸壁（耐震）

福井地区 国際物流ターミナル
（供用中）

福井４号岸壁（耐震）

福井地区 臨港道路福井１号線
（4車化+交差点位置の変更）

臨港道路
福井１号線

国際物流ターミナル
（供用中）

福井４号岸壁（耐震）

福井地区

概 要

熱田ＩＣ
（仮称）

浜田バイパス

福井１号線

臨港道路
福井4号線

福井４号岸壁（耐震）

県道熱田
インター線
（整備中）

熱田ＩＣ
（仮称）

浜田バイパス県道熱田
インター線
（整備中）

福井４号岸壁（耐震）

交差点位置の変更

熱田ＩＣ
（仮称）

浜田バイパス

福井１号線

臨港道路
(国道9号接続)

福井４号岸壁（耐震）

県道熱田
インター線
（整備中）

課
題
へ

臨港道路と幹線
道路接続部周辺
における慢性的
な渋滞の発生

○

・臨港道路福井1号線と4号線により臨港道
路の機能分担が図られ、渋滞が解消。

・国道9号等の一般道への交通量負荷の軽
減に寄与

△
・増加する貨物に対応する臨港道路の交
通容量は確保出来るが、国道9号等の一般
道への交通量負荷が増大。

△

・臨港道路福井1号線と4号線により臨港道路
の機能分担が図られ、渋滞が解消。

・国道9号等の一般道への交通量負荷の軽
減に寄与するが、案1より国道9号に流出入す

県道浜田美都線 浜田・三隅道路（整備中）

国道９号 （仮称）

県道浜田美都線 浜田・三隅道路（整備中）

国道９号

県道浜田美都線

国道９号

浜田・三隅道路（整備中）

へ
の
対
応

な渋滞の発生 減に寄与。
負 増 減に寄与するが、案1より国道9号に流出入す

る交通量が多くなるため効果が劣る。

大規模震災時の
輸送路の確保

○
・大規模地震発生時にも福井地区への十分
なアクセス機能を確保することが可能。 △

・耐震改良により大規模地震発生時にも福
井地区へのアクセス機能を確保することは
可能。

○
・大規模地震発生時にも福井地区への十分
なアクセス機能を確保することが可能。

・輸送コスト削減を通じ 背後圏企業の競 ・輸送コスト削減を通じ 背後圏企業の競争
地域経済への

影響
○

・輸送コスト削減を通じ、背後圏企業の競争
力強化に寄与。

・雇用増、産業の活性化に貢献。
△

・輸送コスト削減を通じ、背後圏企業の競
争力強化に寄与するが、輸送時間が案１よ
り長いことから効果は案1より減少。

・雇用増、産業の活性化に貢献。

△

・輸送コスト削減を通じ、背後圏企業の競争
力強化に寄与するが、案1より国道9号に流出
入する交通量が多くなるため効果は劣る。

・雇用増、産業の活性化に貢献。

環境 の影響 △

・渋滞の解消により、周辺地区への騒音・振
動等の負荷 を軽減。

・渋滞が拡大する懸念があり、周辺地区へ
の負荷が拡大する恐れあり

・渋滞は解消されるが、案１より国道9号に流
出入する交通量が多くなるため効果は劣る。

環境への影響 △
動等の負荷 を軽減。

・一部の区間において、山林を掘削等する
必要あり。

× の負荷が拡大する恐れあり。

・宅地に近接する位置での施工が必要。
×

出入する交通量が多くなるため効果は劣る。

・一部の区間において、山林を掘削等する必
要あり。

実現性 ○ ・地元企業等との調整は必要なし。 △
・既設臨港道路（福井1号線）拡幅工事期間
中は、交通規制が必要となるため、利用企
業等との調整が必要。

○ ・地元企業等との調整は必要なし。

コスト 33億円 43億円 44億円

総合評価 ○ × ×

【対応方針（案）】 案1による対策が妥当 6



事業の位置づけ

浜田港福井地区については 浜田港港湾計画（平成９年３月改訂）おいて 「外貿物流機能の充実を図る」 「港浜田港福井地区については、浜田港港湾計画（平成９年３月改訂）おいて、「外貿物流機能の充実を図る」、「港
湾と背後地域との連絡を強化し、臨港交通体系の充実を図る」等の基本方針のもと、「環日本海交流による対岸
貿易も含めた流通拠点」として位置付けられており、本事業は、港湾と背後圏域とのネットワーク機能を強化する
ものである。

生産ゾーン

エネルギー関連ゾーン

＜福井地区＞＜長浜地区＞

（環日本海交流による対岸貿易も含めた流通拠点）

緑地レクリエーション
ゾーン

緑地レクリエーション
ゾーン

物流関連ゾーン

物流関連ゾーン

ゾ ン

船だまり関連ゾーン

船だまり関連ゾーン

長浜地区

福井地区
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費用便益分析における貨物量等の設定
・浜田港では利用企業の設備投資等による生産活動の活発化や、他港からの利用転換等により、平成22年に比べ、
約50万トンの取扱貨物の増加が見込まれる。
・各貨物の取扱企業へのヒアリングにおける生産計画や輸出入の見通しなどから、増加の見通し。
・そのため、ヒアリング等で得られた値を積み上げて、将来値として設定。

■ 貨物量設定の考え方

コンテナ 背後圏企業の増産や他港からの利用転換により約２万トン増加。

石炭（輸入） 背後圏企業が使用燃料を重油から石炭へ転換することにより、約５万トン増加。

中古自動車（輸出） ロシアの経済成長やWTO加盟による関税の引き下げを考慮して約10万トン増加

■ 貨物量設定の考え方

中古自動車（輸出） ロシアの経済成長やWTO加盟による関税の引き下げを考慮して約10万トン増加。

木材チップ（輸入） 背後圏企業が埠頭用地確保(H29予定)を機に、他港で輸入し、横持ち輸送をしているものを、浜田港にて直接輸入す
るものとして、約20万トン増加。

原木（輸入） 背後企業の増産計画により約11万トン増加。

その他（セメント、砂利・砂、石材等） 現状程度で推移するものとして、過去５年間の平均値を設定。

1,200 コンテナ（輸出入）

石炭（輸入）

《浜田港福井地区の港湾発生交通量の増加》

H23交通量
調査結果

乗用車：699台/日

小型貨物車：384台/日

普通貨物車：256台/日

コンテナトレーラー：12台/日

計1,351台/日
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H30推計
交通量

乗用車：998台/日

小型貨物車：973

普通貨物車：774台/日

コンテナトレーラー：14台/日 計2,759台/日
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【将来交通量の考え方】
※「港湾の施設の技術上の基準・同解説（H19.7）」に基づき、将来推計貨物量から推計

見込 推計



費用便益分析概要
【便益計算】 便益（B） ＝ ①＋②＋③＋残存価値(0.1億円) ＝ 55億円（現在価値化後）

①走行時間短縮便益 3.18億円／年

②走行経費減少便益 0.05億円／年

③交通事故減少便益 0.23億円／年

臨港道路の整備により、港湾関連車輌が分散され、周辺道路も含めた走行時間の短
縮及び走行経費の減少が図られる。また、増加する港湾関連交通が分散されることに
伴い、交通事故が減少する。

【Without時 】
臨港道路福井1号線

【現況：H23】
2,660台/日（全体）
うち654台/日（港湾関連、25％）

【 時 】

【With時 】

臨港道路福井1号線
【ｗｉｔｈ時：H30】

2,200台/日（全体）

国道9号

福井地区福井地区

【ｗｉｔｈｏｕｔ時：H30】
3,789台/日（全体）
うち1,403台/日（港湾関連、37％）

国道9号
福井地区福井地区

,
うち254台/日（港湾関連、12％）

〔ｗｉｔｈｏｕｔ時：東方面〕
福井地区～原井ランプ間の
平均速度15k /ｈ

〔ｗｉｔｈ時：東方面〕
福井地区～原井ランプ間の
平均速度48km/h
所要時間約6割短縮

国道9号

至：広島・出雲
［東方面］

国道9号

原井ランプ原井ランプ
（仮称）（仮称）

県道熱田インター線
国道9号

至：広島・出雲
［東方面］

平均速度15km/ｈ 所要時間約6割短縮

原井ランプ原井ランプ
（仮称）（仮称）

県道熱田インター線国道9号 国道9号
【現況：H23】

12,278台/日（全体）
うち654台/日（港湾関連、5％）

【ｗｉｔｈｏｕｔ時：H30】
12,358台/日（全体）
うち1 403台/日（港湾関連、11％）

熱田ＩＣ熱田ＩＣ
（仮称）（仮称）

国道9号

国道9号
【ｗｉｔｈ時：H30】

9,455台/日（全体）
うち254台/日（港湾関連、3％）

熱田ＩＣ熱田ＩＣ

県道熱田インタ 線

浜田 三隅道路

至：益田
［西方面］

うち1,403台/日（港湾関連、11％）

至：益田
［西方面］

（仮称）（仮称）

臨港道路福井4号線
【ｗｉｔｈ時】

4,203台/日（全体）
うち1,625台/日（港湾関連、39％）

〔ｗｉｔｈｏｕｔ時：西方面〕
福井地区～熱田ＩＣ間の
平均速度19km/ｈ

〔ｗｉｔｈ時：西方面〕
福井地区～熱田ＩＣ間の
平均速度43km/h
所要時間約7割短縮

（仮称）（仮称）

浜田・三隅道路 浜田・三隅道路
所要時間約7割短縮

【費用計算】
費用＝事業費＋管理運営費＝33億円（現在価値化後）

【費用便益分析結果】
費用便益比（B/C）＝ 55／33 ＝ 1.7 9



貨幣換算が困難な効果

【①企業の設備投資による港湾利用の拡大と地域産業の発展】【①企業の設備投資による港湾利用の拡大と地域産業の発展】

背後圏立地企業の競争力強化により、投資、生産活動が活性化し、雇用の確保と国税収入の
増加に貢献する。浜田港背後圏の企業は、同港の機能強化（臨港道路整備）を前提に約110億円
の新規設備投資を計画 実施中であり これにより新規雇用約200人や 新たな国税収入約8億の新規設備投資を計画、実施中であり、これにより新規雇用約200人や、新たな国税収入約8億
円／年の増加（試算値）が期待される。

【②地域の安全・安心確保と産業活動の維持】

大規模地震発生の際にも福井地区への十分なアクセス機能を確保することにより、地域住民の大規模地震発生の際にも福井地区 の十分なアクセス機能を確保することにより、地域住民の
安全安心の向上に寄与する。また、震災時においても物流が維持されることで、港湾背後企業の
物流コストの削減を図り、産業活動の維持に寄与する。
《参考》
震災時の輸送コストの削減効果 0.03 億円/年（地震発生確率考慮）

【③地域環境の改善】
港湾関連車輌の交通機能分担を図ることにより、周辺の一般道路の渋滞が軽減され、NOx等の

排出ガ が削減される また 騒音 振動が軽減される
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排出ガスが削減される。また、騒音、振動が軽減される。


